
海
外
の
〝
イ
ン
ド
人
〞
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。
鉄
鋼
王
ラ
ク
シ
ュ
ミ
・
ミ
ッ
タ

ル
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
ナ
イ
ポ
ー
ル
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
監
督
の
Ｍ
・
ナ
イ
ト
・
シ
ャ

マ
ラ
ン
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
イ
・

シ
ン
…
…
。
10
年
ほ
ど
前
な
ら
、
こ
の
特

集
に
こ
の
項
目
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
イ
ン
ド
で
も
「
外
国
人
に
な
っ
た
人

た
ち
」
と
冷
や
か
に
扱
わ
れ
て
い
た
。
そ

れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
イ
ン
ド
の
政
治
、

経
済
面
で
の
大
国
化
を
受
け
て
海
外
の
イ

ン
ド
人
が
本
国
と
リ
ン
ク
し
て
認
識
さ

れ
、
そ
の
活
躍
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
〝
誇
る
べ
き
同
胞
〞
と
高
く
（
と
き

に
過
剰
に
）
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

在
外
イ
ン
ド
人
の
多
様
な
姿

イ
ン
ド
国
外
に
住
む
イ
ン
ド
出
身
者
、

あ
る
い
は
イ
ン
ド
に
祖
先
の
出
自
を
持
つ

人
た
ち
は
、
イ
ン
ド
系
移
民
、
在
外
イ
ン

ド
人
、
非
居
住
イ
ン
ド
人
、
印
僑
、
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
形

態
も
一
様
で
は
な
い
。

①
英
領
イ
ン
ド
の
時
代
に
労
働
力
と
し
て

他
の
英
領
植
民
地
に
渡
り
、
定
着
し
た

人
た
ち
の
子
孫
。

②
イ
ン
ド
独
立
以
後
、
学
歴
や
技
術
を
持

っ
て
主
に
先
進
国
に
就
職
、
定
着
し
た

人
た
ち
。
そ
の
子
孫
。

③
海
外
で
就
労
す
る
が
定
着
し
な
い
人
た

ち
。
中
東
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
出
稼
ぎ

が
知
ら
れ
て
い
る
。

①
は
移
住
先
で
イ
ン
ド
系
と
い
う
エ
ス

ニ
ッ
ク
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
祖
先
が

農
業
労
働
者
な
ど
単
純
労
働
力
と
し
て
移

住
し
た
地
域
で
は
、
現
状
の
イ
ン
ド
系
も

社
会
的
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
地
位
に
あ

る
と
は
言
え
な
い
。
脚
光
を
浴
び
る
在
外

イ
ン
ド
人
の
多
く
は
②
に
属
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
移
民
受
け
入
れ

制
度
の
整
っ
た
国
に
、
歓
迎
さ
れ
る
人
材

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
③
の
出
稼
ぎ
は
、

同
じ
現
代
の
現
象
で
も
能
力
、
経
済
力
、

移
住
先
で
の
立
場
な
ど
、
先
進
国
を
目
指

す
専
門
職
の
人
た
ち
と
は
対
極
に
あ
る
。
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関口
せ き ぐ ち

真理
ま り

月刊誌『インド通信』編集

世界で活躍する
「インド人」たち
大国化で変化する在外者の地位

米サンフランシスコ郊外リヴァモアのヒンドゥー教寺院。本国の職人が手がけ
た本格南インド様式。ごく普通の新興住宅地区にあって異彩を放つが、ロサン
ジェルス近郊のマリブー寺院のように、ハリウッド・セレブの帰依を受け観光
地化した場所も 写真提供：筆者（以下も同じ）

せきぐち まり●横浜生ま
れ。立教大学大学院文学研
究科博士前期課程修了。南
アジア近現代史専攻。亜細
亜大学ほか非常勤講師。共
著に『ワールド・カルチャ
ーガイド　インド』『イン
ドのことが3時間でマンガ
でわかる本』『移民から市民
へ　世界のインド系コミュ
ニティ』などがある。
homepage3.nifty.com/̃
mariamma



特集 インドを解く

し
か
し
、
今
日
本

で
も
脚
光
を
浴
び
て

い
る
イ
ン
ド
人
Ｉ
Ｔ

技
術
者
は
、
専
門

職
だ
が
定
着
す
る
傾

向
は
薄
い
。
ま
た
学

者
や
文
化
人
な
ど
で

は
、
イ
ン
ド
国
内
と

海
外
に
複
数
の
拠
点

を
持
っ
て
活
動
す
る

例
も
多
い
。
豊
か
に

な
っ
た
イ
ン
ド
へ
と

還
流
す
る
動
き
も
あ

り
、
海
外
、
在
外

と
単
純
に
言
い
切
れ

な
い
「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
イ
ン
ド
人
」
と
も

呼
ぶ
べ
き
状
況
が
加

速
し
て
い
る
。

歴
史
や
社
会
を
反
映
す
る
評
価

イ
ン
ド
の
大
国
化
で
、
移
住
先
で
「
イ

ン
ド
ら
し
さ
」
を
個
性
や
プ
ラ
イ
ド
と
し

て
積
極
的
に
保
持
す
る
傾
向
も
強
ま
っ
て

い
る
。
移
住
先
で
イ
ン
ド
人
が
互
い
を

「
デ
ー
シ
ー
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
お
国
の
人

の
意
）
」
と
呼
ぶ
の
が
、
イ
ン
ド
系
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
名
称
と
し
て
現
地
に
定
着

し
、
イ
ン
ド
で
も
在
外
者
を
表
わ
す
言
葉

と
し
て
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
印
僑
の

「
僑
」
に
は
〝
よ
そ
者
〞
の
意
が
、「
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
」
に
は
〝
故
国
喪
失
〞
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
何
世
代
も
現
地
に

定
着
し
て
き
た
人
た
ち
や
、
母
国
イ
ン
ド

と
在
外
者
が
強
く
結
び
つ
く
現
代
に
は
馴

染
ま
な
い
言
葉
だ
と
思
う
。
こ
こ
で
は
細

か
く
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
在
外
イ

ン
ド
人
の
実
状
や
立
場
は
多
様
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
者
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
脚

光
を
浴
び
が
ち
だ
が
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
一

端
に
過
ぎ
な
い
。

在
外
イ
ン
ド
人
の
総
数
は
、
移
民
統
計

や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
別
の
人
口
調
査
の
基
準

が
各
国
で
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
正
確

な
数
値
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
現

状
で
２
０
０
０
万
人
ほ
ど
と
し
て
い
る
も

の
が
多
い
。

イ
ン
ド
政
府
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｉ
（
非
居
住
イ

ン
ド
人
、N

on
R
esid
en
t
In
d
ian
s

）
や

Ｐ
Ｉ
Ｏ
（
先
祖
の
出
自
が
イ
ン
ド
に
あ
る
人
、

P
erson

of
In
d
ian
O
rig
in

）
と
い
う
公

的
な
ス
テ
イ
タ
ス
を
設
定
し
、
在
外
者
を

国
民
並
み
に
優
遇
し
て
、
投
資
な
ど
豊
か

な
在
外
者
か
ら
の
経
済
効
果
を
呼
び
込
も

う
と
し
て
い
る
。

在
外
イ
ン
ド
人
は
、
故
国
と
つ
な
が
る
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〈上右〉イングランド北部のリーズで開催さ
れたインド、南アジア系のイベント「リー
ズ・メーラー（祭）」のポスター。リーズ、
ブラッドフォード、マンチェスターなどに
はインドやパキスタンかと錯覚するほど人
口が集中した地区がある

〈上左〉カナダ・バンクーバーのシク教寺院。
中興の祖グル・ゴーヴィンド・シンの記念
祭に集まった信徒たち。記念年の間、グル
の遺品が世界中のシク寺院を巡回していた

ITの集積地シリコンバレーのショッピングセンターにある、8つのスクリーンを持つイン
ド映画専門シネコン。最新のインド映画がインドとほぼ同時に封切られるほか、ムンバイ
やチェンナイのスターがしばしば来訪する



個
人
の
文
化
的
遺
産
や
係
累
を
持
つ
一
方

で
、
現
在
の
場
所
で
受
容
さ
れ
生
き
て
い

る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
そ
の
姿
を
イ
ン

ド
、
移
住
し
た
土
地
、
歴
史
な
ど
違
っ
た

視
点
か
ら
見
る
と
、
同
じ
生
き
様
に
対
し

て
、
異
な
っ
た
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。
そ
れ
は
、
イ
ン
ド
や
海
外

の
イ
ン
ド
人
た
ち
が
経
て
き
た
歴
史
や
社

会
の
転
変
を
象
徴
し
て
い
る
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。

評
価
の
ゆ
れ
る
セ
レ
ブ
た
ち

最
後
に
、
幾
人
か
の
在
外
〝
著
名
人
〞

に
、
評
価
の
ゆ
れ
の
実
例
を
見
て
み
る
。

２
０
０
３
年
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
事

故
に
散
っ
た
女
性
宇
宙
飛
行
士
の
カ
ル
パ

ナ
ー
・
チ
ャ
ウ
ラ
ー
は
、
今
や
イ
ン
ド
の

英
雄
と
な
り
、
少
女
た
ち
に
科
学
や
宇
宙

へ
の
夢
を
抱
か
せ
て
い
る
。
し
か
し
１
９

９
０
年
代
の
最
初
の
シ
ャ
ト
ル
搭
乗
は
、

イ
ン
ド
で
ほ
と
ん
ど
話
題
に
な
ら
な
か
っ

た
。
米
国
籍
に
な
っ
て
い
た
彼
女
は
〝
外

国
人
〞
だ
っ
た
の
だ
。
ま
た
彼
女
の
イ
ン

ド
の
実
家
は
保
守
的
で
、
外
国
の
大
学
に

進
み
米
国
人
と
結
婚
し
国
籍
を
捨
て
た
娘

を
、
最
後
ま
で
手
放
し
で
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
。

イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
イ
ン
ド
系
俳
優
で

作
家
の
ミ
ー
ラ
ー
・
ス
ィ
ヤ
ル
は
、
若
く

し
て
英
国
Ｍ
Ｂ
Ｅ
勲
章
を
受
け
た
実
力

派
。
人
気
コ
メ
デ
ィ
番
組
や
大
作
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
出
演
、
制
作
で
英
国
は
も
ち
ろ

ん
世
界
的
に
も
認
知
度
は
高
い
。
し
か
し

英
国
の
イ
ン
ド
系
は
中
下
層
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
た
め
か
、
彼
女
は
イ
ン
ド
で
あ
ま

り
紹
介
さ
れ
ず
、
評
価
も
極
端
に
低
い
印

象
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
共
和
党
の
政
治
家
で
、
ル
イ

ジ
ア
ナ
州
知
事
に
落
選
し
た
が
04
年
に
下

院
議
員
と
な
っ
た
ボ
ビ
ー
・
ジ
ン
ダ
ル
。

こ
の
二
つ
の
挑
戦
と
快
挙
は
当
時
の
イ
ン

ド
を
沸
か
せ
た
。
し
か
し
、
米
国
の
イ
ン

ド
人
た
ち
の
彼
へ
の
評
価
は
複
雑
だ
。
イ

ン
ド
系
政
治
家
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
達
し

た
こ
と
は
誇
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
彼

は
保
守
的
な
キ
リ
ス
ト
教
派
に
改
宗
し
、

白
人
の
妻
を
持
ち
、
イ
ン
ド
系
の
非
常
に

少
な
い
土
地
を
地
盤
に
す
る
と
い
う
よ
う

に
、
イ
ン
ド
的
な
も
の
を
払
拭
し
て
い
る
。

彼
の
成
功
は
自
己
実
現
だ
が
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
政
策
な
ど
イ
ン
ド
系
の
た
め
の
声
と

な
る
政
治
家
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

最
近
の
若
者
向
け
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
で

主
役
を
張
る
イ
ン
ド
系
２
世
俳
優
の
カ

ル
・
ペ
ン
は
、
出
演
作
が
「
お
バ
カ
映

画
」
で
あ
る
た
め
か
、
イ
ン
ド
で
は
ほ
と

ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
米

の
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
の
絶
大
な
支
持

を
背
景
に
、
現
在
お
そ
ら
く
最
も
有
名
な

「
イ
ン
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
」
だ
。
大
企
業

ト
ッ
プ
や
Ｉ
Ｔ
長
者
な
ど
で
は
な
く
、
誰

に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
姿

の
中
に
「
イ
ン
ド
」
の
個
性
を
維
持
す
る

彼
は
、
新
し
い
世
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ

ン
ド
人
の
一
例
か
も
し
れ
な
い
。a
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←シカゴのデヴォン通りには
ブロックごとにさまざまなエ
スニックの商店が集中する。
インド地区（別名パテル・ナ
ガル）にはインド・センター
があり、互助活動や文化行事
を主催。写真は地元住民向け
異文化体験イベント

↓ルイジアナ州選出の下院議員
ボビー・ジンダル。1971年生ま
れという若さも魅力。07年10月
のルイジアナ州知事選挙にも意
欲を示している

写真提供：U.S. Congress

↓女性宇宙飛行士のカルパナ
ー・チャウラー。2003年、ス
ペースシャトル・コロンビア
号に搭乗。大気圏突入時の空
中分解事故で亡くなった

写真提供：NASA
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